
全国鐵構工業協会 青年部会

関東ブロック協議会



平成30年7月豪雨（西日本豪雨）で被害のあった青年部会員に何か

しらの協力が出来ないのか？

という協議の中、青年部の団結や一体感を享受しつつ、微力でも

手助けになればと、Ｔシャツを作成する。

その趣旨に賛同頂ける会員に働きかけ、その収益の一部（経費を

引いたもの）を義援金として被災会員に渡せるようにする。



Tシャツデザイン

バックデザイン 北海道フロント 東北フロント 北陸フロント 関東フロント

中部フロント 近畿フロント 四国フロント 中国フロント 九州フロント



掲 載 記 事 等

鋼構造ジャーナル№1913 鋼構造ジャーナル№1956



収支報告

Ｔシャツ代金より

製作費 版下 経費（栃木県）等を

引いた金額をチャリティ金額とする。

2020.03

チャリティＴシャツ計算書

チャリティ合計金額 ¥ 199,720

収入
月 日 品 名 数量 単価 金 額

Ｔシャツ ３Ｌ・４Ｌ 56 3,350 187,600

Ｔシャツ Ｓ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ 458 3,000 1,374,000

小計 1,561,600

合計 1,561,600

支出
月 日 品 名 数量 単価 金 額

Ｔシャツ ３Ｌ・４Ｌ 56 2,400 134,400

Ｔシャツ Ｓ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ 458 2,250 1,030,500

データ版下 1 10,000 10,000

各地域毎版下 9 1,000 9,000

送料・手数料 514 150 77,100

小計 1,261,000

消費税額 100,880

合計 1,361,880

チャリティ金額合計

¥      1,561,600 - ¥      1,361,880 ＝ ¥      199,720 



今後の展望・反省点

＜良かった点＞

青年部会員間の絆が強固になった。

青年部活動のＰＲしての一翼も担えた。

＜改善点＞

災害援助という即時性に対応出来なかった事によって、

他の災害が発生した場合に臨機応変な対応が出来なかった。

継続性も含めた検討の余地が残った。


